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●
平
成
　
年
度
一
般
会
計

24

　
平
成
　
年
度
新
冠
町
一
般
会
計
は
、
既

24

定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
2
億
7
3
4
1

万
6
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
　
億
3
6

52

2
1
万
6
千
円
と
し
ま
し
た
。

《歳
出
補
正
の
主
な
も
の
》

定
住
・
移
住
促
進
団
地
工
事
請
負
費
 

　
　
　
　
　
　
　
　
 1
億
2
8
2
5
万
円

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
  　
   2
0
0
万
円

節
婦
共
同
墓
地
取
付
道
路
舗
装
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 1
1
6
万
円

新
冠
温
泉
ボ
イ
ラ
ー
入
替
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 1
4
9
1
万
円

東
町
第
2
避
難
路
設
置
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 2
3
7
6
万
円

レ
・
コ
ー
ド
館
屋
根
防
水
改
修
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 3
5
4
6
万
円

　

開
町
１
３
０
年
・
町
制
施
行
　５０

　

年
記
念
事
業
の
実
施
結
果

　
新
冠
町
開
町
１
３
０
年

・
町
制
施
行
　５０

年
と
い
う
節
目
の
年
と
な
っ
た
平
成
　
年
２３

度
は
、
未
開
の
地
に
開
拓
の
鍬
を
入
れ
、

今
日
の
新
冠
町
の
礎
を
築
い
た
先
人
の
ご

苦
労
と
偉
業
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
の
町

づ
く
り
へ
の
決
意
を
新
た
に
す
る
た
め
、

「
ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
と
想
い
　
未
来

へ

つ
な
げ
よ
う
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
頂

き
、
各
種
の
記
念
事
業
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
５
月
　

日
に
開
催
さ
れ
た

「
青
少
年

２８

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
記
念
植
樹

・
野
球
教
室
」

を
皮
切
り
に
、
９
月
１
日
に
は
多
く
の
来

賓
や
町
民
の
皆
様
に
も
ご
参
加
を
頂
き
、

記
念
式
典
を
盛
大
に
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
新
冠
町
鳥
瞰
図
、
ふ
る
さ
と

カ
ル
タ
、
判
官
館
の
植
物
の
D
V
D
等
の

製
作
や
、
協
賛
事
業
と
し
て
実
施
を
し
て

い
た
だ
い
た
も
の
を
含
め
て
、
平
成
　
年
２４

３
月
末
ま
で
に
　
事
業
を
全
て
計
画
ど
お

２４

り
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
、
新
冠
町
開
町
１
３

０
年
・町
制
施
行
　
年
記
念
事
業
は
、
事
業

５０

を
実
施
す
る
こ
と
だ
け
が
目
的
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
に
多
く
の
町
民
の
皆
さ

ん
に
参
加
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

町
民
同
士
の
絆
を
強
め
、
力
を
合
わ
せ
町

づ
く
り
に
取
り
組
も
う
、
次
の
世
代
に
素

晴
ら
し
い
新
冠
を
引
き
継
ご
う
と
い
う
、

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
て
い
た

だ
く
こ
と
こ
そ
が
大
切
と
考
え
て
き
ま
し

た
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
が
、
数
々
の
記
念
事
業

を
通
じ
て
ふ
る
さ
と
新
冠
に
関
す
る
新
た

な
発
見
や
新
冠
町
で
暮
ら
す
幸
せ
、
新
冠

町
民
と
し
て
の
誇
り
を
感
じ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
た
と
す
る
な
ら
、
事
業
の
目

的
は
達
成
さ
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
記
念
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
精
力
的
に

検
討
を
し
て
い
た
だ
い
た
新
冠
町
開
町
１

３
０
年

・
町
制
施
行
　
年
記
念
事
業
実
行

５０

委
員
会
委
員
の
皆
様
、
新
冠
町
議
会
議
員

の
皆
様
、
更
に
お
忙
し
い
中
、
数
々
の
記

念
事
業
に
ご
参
加
を
頂
い
た
町
民
の
皆
様

の
ご
協
力
に
よ
り
、
大
き
な
成
果
を
上
げ

な
が
ら
、
全
て
の
記
念
事
業
を
無
事
終
了

で
き
た
こ
と
に
つ
い
て
改
め
て
お
礼
を
申

し
上
げ
、
新
冠
町
開
町
１
３
０
年
・町
制
施

行
　
年
記
念
事
業
の
報
告
と
致
し
ま
す
。

５０

議議議議議議議議議議議 会会会会会会会会会会会
第2回 定例第2回　定例会会

6月12日に招集された第2回定例町議会は、同日、全日程を終えて閉会しました。同日、全日程を終えて閉会しました。

今定例会では、小竹町長、辻本教育長の行政報報告のほか、平成24年度の補正予算案等が審議告のほか、平成24年度の補正予算案等が審議ささ

れました。その主な内容についてお知らせいたしますたします。。

補

正

予

補

正

予

算算

町

長

行

政

報

町

長

行

政

報

告告

▲青少年ファイターズ野球教室の様子
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平
成
　
年
度
新
冠
町
立
地
域

２３

　

保
育
所
の
閉
所

　
美
宇
及
び
朝
日
地
域
保
育
所
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
年
３
月
　
日
を
も
ち
ま
し
て

３１

閉
所
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
開
設
期
間
中
に
は
、
父
母
会
や
多
く
の

地
域
の
方
々
か
ら
保
育
所
周
辺
の
草
刈
り

や
早
朝
か
ら
の
除
雪
な
ど
の
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
ま
た
、
運
動
会
や
発
表
会
な
ど

で
は
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
運
営
で
き
ま

し
た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
ご
存
知
の
と
お
り
、
乳
幼
児
期
は
人
間

形
成
の
基
礎
力
が
養
わ
れ
る
極
め
て
重
要

な
時
期
で
あ
り
、
基
礎
・基
本
的
な
生
活
習

慣
の
習
得
や
各
年
齢
期
の
発
達
課
題
に
即

し
た
学
習
課
題
解
決
を
図
り
、
一
人
一
人

の
能
力
と
体
力
に
応
じ
た
愛
情
を
根
底
と

し
た
質
の
高
い
保
育
の
提
供
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
今
後
は
同
水
準
の
保
育
と
、

教
育
や
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
の
機
会
を
平
等
、

公
平
に
享
受
で
き
、
意
図
的
な
働
き
に
よ

り
望
ま
し
い
方
向
へ
と
子
ど
も
達
を
導
く
、

認
定
こ
ど
も
園
に
て
就
学
前
幼
児
を
受
け

入
れ
、
乳
幼
児
の
健
や
か
な
成
長
は
も
と

よ
り
、
家
庭
に
お
け
る
養
育
力
の
向
上
と
、

そ
の
た
め
の
親
支
援
の
必
要
性
を
踏
ま
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
提
供
や
子
育
て
不
安
を

抱
え
る
保
護
者
の
支
援
や
相
談
体
制
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
美
宇
及
び
朝
日
地
域
保
育
所
の

在
所
児
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
員
が
認
定

こ
ど
も
園
へ
通
園
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
新
冠
町
和
牛
セ
ン
タ
ー
の
現
状

　
昨
年
度
か
ら
町
有
元
神
部
牧
野
内
に
建

設
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
、
和
牛
セ

ン
タ
ー
が
４
月
　
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

１１

た
の
で
、
施
設
の
概
要
と
現
在
の
運
営
状

況
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
施
設
は
、
黒
毛
和
種
母
牛
の
血
統

能
力
の
一
つ
の
指
標
で
あ
る
、
育
種
価
を

同
一
環
境
で
飼
養
す
る
こ
と
で
正
確
に
把

握
し
、
町
内
繁
殖
牛
の
改
良
に
つ
な
げ
る

た
め
に
、
北
海
道
が
事
業
主
体
で
行
う
「
元

神
部
地
区
道
営
草
地
整
備
事
業
」
に
よ
り

整
備
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
建
物
は
、
鉄
骨
平
屋
建
て
、
高
さ
４

メ
ー
ト
ル
、
幅
　
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
　

１６

６５

メ
ー
ト
ル
、
床
面
積
１
１
７
１
・
０
３
平
方

メ
ー
ト
ル
で
、
最
大
で
　
マ
ス
、　

頭
収

３８

７６

容
可
能
な
施
設
と
な
っ
て
お
り
、
効
率
的

な
管
理
運
営
が
で
き
る
よ
う
マ
ス
毎
に
自

動
給
餌
機
を
備
え
、
給
水
用
の
ウ
ォ
ー

タ
ー
カ
ッ
プ
は
、
常
時
水
温
を
　
度
に
保

２０

つ
な
ど
最
新
の
設
備
や
道
産
カ
ラ
マ
ツ
材

を
内
部
材
と
し
て
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
さ

ら
に
複
数
台
の
送
風
機
を
設
置
し
暑
さ
対

策
に
も
配
慮
す
る
な
ど
、
衛
生
面
や
肥
育

時
の
牛

へ
の
ス
ト
レ
ス
な
ど
、
外
的
影
響

の
軽
減
を
図
る
数
々
の
工
夫
が
な
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
建
設
事
業
費
は
牛
舎
、
堆
肥
舎
合
わ
せ

て
１
億
２
１
８
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
　
既
に
７
戸
の
生
産
者
か
ら
８
頭
の
預
託

を
受
け
、
肥
育
も
順
調
に
進
み
、
最
初
の

預
託
牛
の
出
荷
は
、
平
成
　
年
２
月
頃
を

２６

予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
町
内
の
黒
毛
和
種
生
産
者
は
　４１

戸
、
繁
殖
雌
牛
は
約
１
６
０
０
頭
が
飼
養

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
大
半
が
肥
育

素
牛
と
し
て
概
ね
　
か
月
齢
で
出
荷
す
る

１０

生
産
体
制
と
な
っ
て
お
り
、
生
産
し
た
牛

の
育
種
価
が
生
産
者
に
還
元
さ
れ
に
く
い

状
況
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
で
の
取
組
み
に
よ
り
、

そ
の
状
況
が
改
善
さ
れ
、
繁
殖
雌
牛
の
改

良
促
進
、
併
せ
て
育
種
価
を
表
示
し
て
の

販
売
が
可
能
に
な
る
こ
と
で
、
有
利
な
販

売
が
見
込
ま
れ
、
生
産
者
の
皆
さ
ん
の
所

得
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

　
今
後
も
、
生
産
者
、
町
農
協
、
農
業
共
済

組
合
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
あ
い
、

生
産
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
負
託
に
応
え
る

た
め
の
施
設
運
営
を
行
い
、
優
良
な
繁
殖

雌
牛
づ
く
り
と
改
良
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
の
推
進

　
第
１
回
定
例
議
会
に
お
い
て
、
今
年
度

の
学
級
編
制
見
込
み
に
つ
い
て
報
告
し
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
４
月
１
日
現
在
に
お
い

て
、
新
冠
小
学
校
４
学
年
に
２
名
の
転
入

児
童
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
１
学
級
増
と

な
り
、
担
任
教
員
も
１
名
増
と
な
り
ま
し

た
。
　
ま
た
、
教
職
員
の
人
事
異
動
に
伴
い
、

新
冠
小
学
校
に
２
名
の
新
卒
教
員
が
配
置

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
指
導
教
員
１
名
の
加

配
が
あ
り
、
前
年
度
よ
り
２
名
の
増
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
教
育
行
政
執
行
方
針
に
基
づ
く
各

学
校
の
取
組
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
度
で
４
年
目
の

「
い
き
い
き
ふ
る

教
育
長
行
政
報

教
育
長
行
政
報
告告

▲新冠町和牛センターの全景


